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「東信の母なる都市に」
竹下新市長が初登庁

3月1311の市長選挙で初当選した竹下悦児

市長(59)が|吊28円、初登庁しました。午前 9

時30分、治めかけた市民や，li臓口など約500人
が拍手で出迎える中、市役所に至IJ持=写真=。

正面五|瑚lIIiでは、女子職uから花点を贈られ、
「就任・おめでとう J と苦かれたくす玉が訓ら

れました。

新市長lま「上回に大きな実りと夢を求めて

〈再生紙を使用しています〉

市長を目指した。市民の真繁な，也いや闘いそ

めていきたL、J

包まれました。
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ボ
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し
て
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と
h
強
〈初登斤で抱負を述べる竹下新市長(市役所正面玄関前)

あ
い
さ
つ
、
竹
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山
政
の
ス
タ
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ト

を
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ま
し
た
。

引
き
続
き
、
市
役
所
内
、
で
の
芥
任

式
に
の
ぞ
ん
だ
新
市
長
は
、
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U
H

川
速

交
辿
制
時
代
を
日
前
に
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
ケ
ど
う
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く

か
が
大
き
な
品
組
だ
。
川
忠
を
大
い

に
山
しへ
H

い
、
山
民
と
の
山川
ハ
の
付
訴

の
中
で
附
述
い
の
な
い
選
択
合
し
て

い
き
た

い
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時
に
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見
気
を
む
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、

時
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ロ
マ
ン
の
脱
念
日日川
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卜
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後
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よ
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と
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以
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し
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任
の
あ
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つ

皆
さ
ん
は
、
上
向
の
歴
史
に
新
た

な
夢
を
託
さ
れ
ま
し
た
。
私
h
H
身
も

しし
川
に
大
き
な
実
り
と
、
そ
し
て
夢

守
ボ
め
て
市
-K
に
な
る
こ
と
を
け
指

し
ま
し
た
。
h
ゃ
い
、
多
く
の
川
町
小
を
得

て
、
ト
今
日
こ
こ
に
市
民
の
立
場
を
う

え
ら
れ
ま
し
た
。
省、

市
民
の
点
整
な
思
い
や
願
い
守
厳

備
に
交
け
止
め
、
こ
れ
を
実
呪
す
る

J喝』
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執務中の竹下市長

こ
と
を
思
う

t
、
誠
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ニ
れ
か

ら
こ
そ
、
甘
さ
ん
の
限
り
な
い
ご
協

h
を
切
に
お
願
い
山
中
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
卜
刊
は
、
東
信
の
川り
な
る
都

市
と
し
て
の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
近
隣
市
川
村

t
の

辿
抑
そ
強
め
る
べ
き
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
し
し
川
市
内
身
が
作
般
に
わ
た

り
、
そ
の
実
在
L
し
げ
、
そ
の
ボ
心

h
、

魅
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
資
本
ば
か
り
で
な
く
、
応
業
、

教
育
、
文
化
そ
し
て
制
祉
の
領
岐
に

勺
い
て
も
、
そ
の
点
務
を
り

っ
ぱ
に

来
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日日川
速
交
辿
網
時
代
は
な
お
さ
ら
、

‘』
の
者
実
な
足
取
り
が
必
要
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
し
て
、
上
山
の
ま
ち
づ

く
り
は
兵
に
例
性
的
で
風
情
あ
る
ト
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デ
ザ
イ
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な
っ
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り
ま
す
。

ま
た
.
方
、
尚
齢
化
社
会
を
は
じ

め
、
↑
孔
ハ
仁
恒
き
が
い
が
求
め
・ら
れ
る

時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

へ
の
刈
応
は
れ
砲
の
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会
保
時
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か
に
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近
附
社
会
で
の
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・
ら
ゆ
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よ

ウ
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似
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。
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仁
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，
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性
の
選
択
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め
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で
な
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せ
ん
。
卜
・
・U
M
山
川
仙
の
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大
多
段
の

川
以
ト
八
ギ
い
加
を
求
め
、
あ
る
と
き
は
述

く
を
比
つ
め
、
あ
る
と
き
は
今
日
、

明
日
を
比
つ
め
、
行
実
に
帆
ぞ
進
め

る

t
き
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

ご
参
集
の
背
さ
ん
、
ま
た
市
以
外

位
の
眼
り
な
い
お
力
を
信
じ
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

事
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
後
任
の
市

長
に
お
任
せ
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
、

t
い
う
こ
t
に
し
た
い
わ
け
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
市
の
職
員
に
お

礼
そ
巾
・
し
上
げ
た
い

こ
と
は
、
と
に

か
く
ト
六
年
間
、
大
き
な
い
吊
此
や
災
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が
な
か
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た
こ
と
で
す
。
こ
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が

一
需
の
字
せ
だ
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と
思

っ
て
い
ま
す
。
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川
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.
、
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年
た
ち
ま
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く
掠
変
わ
り
す
る
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思
い
ま
す
。

大
き
な
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
体
筋
道

が
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い
て
お
り
ま
す
か
・
ら
、
社

hw-は

ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
絡
は
「
何
が
れ
〈し
い

の
か」

と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
れ

分
の
依
り
ぎ
わ
を
心
り
て
い
る
か
ら

で
す
。
私
ら
何

t
な
く
そ
ん
な
気
持

ち
で
い

っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
も
市
政
の
た
め
に
、
陰
の
ほ
・フ
で

で
き
る
こ
と
は
努
力
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

E
う
も
長
い
問
、
ほ
ん

と
う
仁
あ
り
が

t
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭
和
五
ト
じ
年
こ
月
二
十
八
日
就

任
し
た
永
野
市
長
は
、
事
実
上
任
期

最
後
と
な
っ
た
三
月
二
十
五
日
退
任

し
ま
し
た
。
三
期
十
二
年
間
に
わ
た

り
市
の
発
展
に
尽
刈
し
、
次
々
と
公

約
を
実
現
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

市
長

t
し
て
円
以
後
の
こ
の
け
、
市

役
所
正
而
ぷ
問
、
で
約
R
.
h人
の
市
民

や
腕
日
以
に
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
消
ま

せ
た
あ
と
、
ぃ
山
山
防
什
梨
隊
に
よ
る

「山以
の
光」

の
出
々
と
附
係
貯
の
大

き
な
川
下
に
込
ら
れ
、
永
年
勤
め
た

山
役
所
守
後
に
し
ま
し
た
。

永
野
前
市
長
、

3
月
お
日
に
退
任

拍手に送られ斤舎を去る永野前市長

退
任
の
あ
い
さ
つ

市
民
に
巾
1
選
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

以
降
、

ト
・
一年
間
(
助
役
時
代
む
合

め
る
と
卜
六
年
間
て
た
い
へ
ん
山
以

の
符
さ
ん
に
お
快
訴
に
な
り
・
手
品
し
た
。

引
払
も
力
及
ば
ず
な
が
ら
、

a

午
懸

命
だ
け
は
や
っ
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

し
か
し
、
ま
だ
や
っ
て
い化り
な
い
仕
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1日高齢者学園卒鎌式(寓俄者領
批センター)

E田市民と市喪の日
計画審議会

3日 回線陶芸芸展(西武デパート)/
中国事波市訪日図表敬
4日 小泉g;活日史認センター完成祝
賀会(同センター) 上田市防災

会議

78 111西地区自治会運合会総会
10日国立東信病院付属看11学後卒
業式，上田市医師会付属看護学校

Z事業式

14白神焔栂完成祝賀式
15臼上回女子短期大学卒業式/シ
ルバ一人材センター臨時総会(長

門、武石、和田、青木の各町村が
新規加入。高齢者復祉センター)

16日 上田市農業委員会定例総会(J
A上回八二一ウヱル)
17臼 信州大学織級学部苦手幾式
18日長野大学卒業式(市民会館)
22日保健福祉計画策定委員会報告
/中組農業栂造改醤センター起工

式
24日広報モニター会繊/森ノ木矯
開通式

258 永野前市.退任式 ・送別式
27日上国民縞連合会民踊まつり(市
民会館)

28日竹下新市畏初鐙庁 ・着任式
30日 上田市自治会連合会総会{中
央公民館)

第三次総合

----3月~

市の動き

4. 

dF 

広報うえだ6.[3] 
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伊市長と語お
市では、平成8年度からス
ター卜する第三次上田市総合

計画の策定に取りかかってい

ます。この計画の策定にあた

っては、市民一人ひとりがrま

ちづくり」に積極的に参加し

ていただくため、広く市民の

皆さんのご意見、ご要望など

をお聞きし、市民参加による

計画づくりを進めています。

4月からは地区連合自治会
単位を基本に、市内16地区で

「市長と語る会」を開きます。

明日の上田市を考えるため、

多くの皆さんの参加をお待ち

しています。

-r-5月2日間以後の日程は、
次号以降でお知らせします。

痴
ほ
う
性
老
人
に
つ

い
て
の
看
護
フ
ェ
ア

••• 
鮒
は
う
性
主
人
に
勺
い
て
の
品
川
州
、

入
浴
十刀
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介
護
川
品
の
制
介
、
制

品
コ

ー
ナ
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な
ど
が
あ
り
ま
す
一
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1
時
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3
時
泊
分
マ
と
こ
ろ

凶
主
小

諸
療
養
所
体
育
館
マ
そ
の
他

パ

ス
を
利
川
さ
れ
る
人
は
、
小
諸
駅
か

無駄をなくし、ものを生かす

という観点、から、今年も次のと

おり開きますe新品はもちろん、

捨てるには惜しい、まだまだ使

える商品が盛りだくさんです

刃物研ぎコーナーもあります舎

ぜひ、ご来場ください。

1>とき 5月14日比)午前 9時

~午後2時(雨天時は 5月15日

間に延期) 1>ところ 市役所

駐車場 1>その他 出后希望者

は、 5月2日{月lまてに申し込み

ください 1>問い合わせ 生

活環境界(内線1388)
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、
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l
マ
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「
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え
だ
久
性
会
議
」
で

は
、
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ン
ボ
ル
マ
ー
ク
念
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集
し
ま

す
。
何
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行
に
は
記
念
品
を
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ま
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。
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仁
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陶

担富
西海 セ東燈田 と

公 図
タ二iノ童市売 、ー

館民
会 ろ
館

中l1A 函
面冨主 東海図 対地象

趨

地区困 地区白
区・ 区

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

6
時
“
分
か
ら

9
時
ま
で

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

市
民
農
園
の
申
込
者

••• 
野
葉
、
花
な
ど
の
純
情
全
通
し
て
、

上
に
税
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
hn叫
伐

と
の
ふ
れ
あ
い
や
作
る
来
し
み
ぞ
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
場
所

下
室
加
は
{
押
切
橋
.
卜
流
)

品
区
同

マ
区
画
面
積

.
区
同
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l
o
o
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(
却
区
画
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伊
z
n
L
O
O
-
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(
6
区

向

)

マ

貸
付
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1
0
0

d川区日間
4
0
0
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2
0
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同
8
0
0
0
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(
年
)
マ
貸
付
期
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3
年

マ

栽
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野
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、
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申
し
込
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i
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日
仰
よ
り

股
林
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i
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へ
印
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を
持
参
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ど
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ぞ
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5月20日告白~同22日目、長野県絵本勤労者復松センター(松
本市)で。ビデオ叙娘、写真や資料の展示などがあります。

野菜・花の裁縫に

千曲川・犀川水防フェア



首都圏の|ターン希望者を対象によ小地縁の産業・

企業紹介、情報・資料を提供し、人材確保のための草地

織環焼づくりをお手伝いするガイダンスを開きます。

1>とき 5月12日関午後1B寺-50寺 1>ところ東
京・市ヶ谷会館『グランドヒル市ヶ谷J(新宿区市谷本

村町4-1) 1>対象 ①大学、短大、専門学校など
の平成7年3月卒業見込者②lターン、 Uターン就聡

希望者 1>問い合わせ 労政課(内線1411) 

ふ
る
さ
と
コ

l
ル

「
信
州
上
団
地
域
」

ー
タ
l
ン
希
望
者
の

就
職
総
合
情
報
展
へ

• 
-
清
掃
事
務
所
(
宮
@
0
6
6
6
)

ご
相
談
く
だ
さ
い
/

「
市
中
小
企
業
融
資
」

••• 
上
川
市
中
小
企
業
融
資
(
制
度
資

金
)
は
、
市
が
長
野
県
信
用
保
証
協

会
と
市
内
の
符
金
融
機
関
の
協
力
を

得
て
、
希
留
一
す
る
金
融
機
関
へ
融
資

の
あ

っ
せ
八
を
す
る
制
度
、
で
す
。

資
金
需
要
に
応
え
る
た
め
、
低
利

な
事
業
資
金
の
あ

っ
せ
ん
を
行

っ
て

い
ま
す
(
下
表
)。
商
品
の
仕
入
れ
、

資
金
繰
り
、
工
場

・
庖
舗
な
、ど
の
挫

ルールを守って!
毎年、ゴールデンウ ィークは、

ごみのf止がたいへん多〈なります。
4月29Fl幽はおt日ですが、金s1il
日収集地区の特別収集をfrl、ます。

築
、
機
械
・
車
両
な
ど
の
購
入
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
尚
工
謀
(
内
線
1

4
0
2
)
、
境
問
前
工
会
(
宮
⑧

3

6
1
0
)
、
川
西
商
工
会
(
岱

@
2

0
3
3
)
 

-中小企業融資一覧
資金名 調書簡対象 賞金使途 貸付限度 金利(年) 貸付期間

t市内に居住レ、 市税 2.000 関由、月
中 を完納している人 週E巨資金

万円
3.9% 以内

f匡 寮 忍市内に庖古輔、工場、
資 金 事務所または廓重量所在 殿備資金 3.000 3.9% 

84か月

脅するもの 万円 以内

事常時使用する従捜筒 本人負担
不況 却が3(J人来満であるこ 2.000 2.3% 84か月対策 と

遷底資金
万円 利子繍給 以内

賞金
4周-IJI策の怠策実績 ト1%

経営ト一一一ー を継続して1年以上す
II!濃安定
多角化 ること 運転資金 2.000 84か月

段償資金 3.596 
資金 調愈 5信用保飯協会の定め 万円 以内

ト一一一一一 る対象築面を営むもの

倒産 16その他、市が定める 本人負担

防止 もの 運転賞金 1.000 2.4% 60か月

賞金 万円 初予著書給 以内
1.1% 

小波俄企察 連底資金 500 
3.596 

60か月
.鶏賞金 t量備資金 方向 以内

本人負担
公共事態

t宣備資金
2.000 2.6% 121)か月

資 金 万円 利子縄給 以内
1.396 

通常の金曜日

4月四日樹 地区のみ収集

(特別収集)

30日出 平常どおり収集

5月 1日日) 体 み

2日伺) 平常どおり収集

3日()ld 休 み

4日制 休 み

5日開 休 み

白日樹 平常どおり収集

-守ろう「最低限」のjレールを
1> JI見集円以外にごみを出す t、始
や犬、カラスに荒らされ、付近が

たいへん汚れます。品色対・<=/1'，さな

いようにしてく fごさい。

1>燃やせるごみ、燃やせないごみ

の分別はきちんとしまし ょう。

I>Lt.ごみなどは、なるペ〈自家処

.J]Iしましょう(コンポストなどで)。

出す場合は、し っかり水切りをし

て、新聞紙に包んで出しましょう。

b織や犬のフンli出せません。 自

分の責任で処理してください。

-ごみ収集日程表

(注1)融資対象l立、各賞金ごとにf酋受資金があります
(注2)上認のほかに独立問築資念、共同司E重量資金などがあります
(;宝3)不況対策賞金の利子著者給は3年間です 商品の仕入れなどに

市
職
員
人
事
異
動

員

1
5け

マ
財
政
部
長

・
民
生
部
長
・
農
政
部
長

・

建
設
郡
長
事
務
取
扱
ハ
防
役
〉
平
尾
哲
男

マ
会
計
課
長
事
務
取
扱
(
収
入
役
〉
赤
沼
袈

裟
霊

マ
数
育
次
長
事
務
取
扱
ハ
教
育
長
)

内
藤
尚

-
謀
長
級

マ
市
民
税
課
長
兼
務
〈
収
税
課
長
〉
南
波

文
夫
マ
児
麓
保
育
課
回
予
児
童
係
長
事
務

取
扱
ハ
児
童
保
育
課
長
〉
前
沢
憲

一

マ
市

民
会
館
庶
務
施
設
係
長
事
務
取
扱
〈
市
民
会

館
長
〉
矯
註
一一回
丈
夫
マ
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
館
長
事
務
取
扱
ハ
労
政
課
長
)
久
保
田
寿

郎
マ
交
通
対
策
課
炎
通
対
策
係
長
事
務
取

級
〈
交
通
対
策
課
長
〉
児
玉
墓
一
郎
マ
第

一
学
校
総
食
セ
ン
タ
ー
第
一
給
食
係
食
事
務

取
扱
(
第

一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
〉
村

田
道
雄

・
保
育
園
長

マ
北
保
育
園
長

〈
由
武
田
保
育
園
長
〉
栂
瀬

明
手
マ
祭
殿
保
育
園
長
〈
減
下
保
育
園
長
〉

何
内
耐
予
マ
侮
ガ

E
保
育
園
長
〈
小
泉
保

育
園
長
)
塩
入
毅
予
マ
簸
下
保
育
園
長
〈
塩

田
中
央
保
湾
園
長
〉
宮
下
法
予
マ
泉
田
保

育
国
長
〈
北
保
育
園
長
〉
勅
使
川
原
富
美
予

マ
海
田
中
央
保
湾
国
畏
(
街
ガ

E
保
育
園

長
〉
宮
沢
詩
子
マ
小
泉
保
育
園
長
(
神
科

第
一
保
育
園
主
意
)
市
村
紀
子整理

労働保険の年度更新手続

労働保険の申告・納付は

5月16日(月)までです
早めに

済ませましょう

・上回労働

基準監督署

(岱⑫0338)

4月1日樹から5月31日制までは「緑化推進強調月間」。この期間中、緑豊
かな環境づくりなどを進めようと「緑の羽板募金運動」が行われます。緑の羽根募金16 4. 広範うえだ6.[5] 



-情報テーブル・

長野大学女中国語講座
bとを 5月14白から7月23日までの毎土
幅日 !>ところ 長野大学{下之郷) !>定

員初級20人、中級20人!>講師畏野大学
審員教綬・項杏林さん !>受1l料 7.000 
円のほか鐙録料 ・テキスト代 !>申し込み

4月初日出までに畏野大学生涯学習センター
(oj!2350)ヘ

I'J也 J，~本i1~をご (f. じですか。

|司 1:りでは Iflをr:tl也111日lJ

t定め、 1:.I1!!総本法の基本.PJ!念
のJ1ll商事と?干』えに努めています。

I '. .ttl!に勺いてのJ.~本的な考え

}jは次のとおりです。

ω |ニj也については、公共のN.';rll:

が優先します。

<T I:J也1.!iJ&JI:に、，nl!ffJにi;止4 て
利川されなければなりません。

尋1:地を段機的な取り引きのl.t
徐にしてはなりません

せ I:J也の{漏怖が道路 ・2柔道の終
的ゃ人11，J:夜来の街j向なecこよ
り11"11)11寸るJ¥.'ii''i'1ふ利1rtにl必じ
たilaI!IJ;なiHII，カr;1どめられます。
・土地取引の前に届け出を

う江1(IIfI'IU"，の I:J也について、
必l~ などのJf< 1)引きをする助作

l卓、 'J~liij 仁川 0:1'.が必要です。

I'JIJ ，" (1.地価の監悦l実岐に指定
され、小llU見な 1:地収'JIでむhri

It .'1'，が必要tなります。
なお、 IJlから/ili，'1'， J1J ~I:がí;在

米の日 1 'I~l カ・ら A .J ~~J に変わり

ましたので、ごn'.;I，2':< tごち t、-
b問い合わせ 余炉心理 (1人l紙H2

22) 

平
成
6
年
地
価
公
示

ご
覧
に
な
れ
ま
す
/

••• 
3
川
白
川
、
川
上
山
け
か
ら
千
成

6

年
の
地
川
公
ポ
が
先
ぶ
さ
れ
ま
し
た
る

地
価
公
示
は
、
郎
市
計
画
一
民
域
内
の

れ
地
域
で
概
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し

て
い
る
土
地
(
標
準
地
)
を
選
ん
で
、

そ
の
適
正
な
価
格
を
公
表
し
、
県
が

行
う
地
価
調
作
(
日
月
ご
ろ
公
表
}

と
併
せ
て
上
地
を
売
口
す
る
際
の
円

安
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

市
内
に
は
地
価
公
示
の
標
幣
地
が

3
地
区
あ
り
、
価
格
は
次
の
と
お
り

で
す
。

-
関
覧
は
市
役
所
な
ど
で

標
準
地
の
地
価
、
標
準
地
が
接
す

る
道
路
の
強
制
、
幅
員
、
標
準
地
周

辺
の
土
地
利
問
状
況
な
ど
を
記
械
し

た
関
係
川
耐
は
全
州
法
(
市
役
所
本

庁
合

3
附

・
内
線
1
2
2
2
)
、
作
文

所
、
制
作
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

-平成6年地価公示標準地価格表

機潟地1111 対前年 標準地
~準池の所在

当たりの 上昇率 の
(地番・住居表示)

価裕(内) (96) 利用状況

録がfi3丁目728番
107.∞o 0.9 住宅11外 r縁が丘3-

21-eJ 

大手1丁目5298蜜1
189.000 0.5 住宅

r大手1-3-11J

中央1丁目5099奮2
1.280.000 0.0 庖鏡

外r中央1-4-5J

4
月
四
回
全
国
一
斉

事
業
所
名
簿
♂
調
査

••• 
4
月
初
日
現
在
で
、
全
同

一
斉
に

事
業
所
名
簿
整
備
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
調
官
は
、
す
べ
て
の
民
間

引
業
所
を
対
象
と
し
、
事
業
所
の
新

設
・山
川
来
咋
の
変
動
状
況
を
訓
流
し、

政
策
推
進
の
た
め
の
資
料
や
、

心
行
組 (価裕は平成6年1月1日現在)

統
計
調
査
を
行
う
た
め
の
よ
り
精
度

の
高
い
資
料
を
得
る
の
が
目
的
、です。

4
日
中
旬
か
ら
、
県
知
事
が
任
命

し
た
調
古
川
以
が
引
業
所
を
訪
問
し
ま

す
。
ご
協

h
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
合
川
洋
(
内
総
1

2
2
6
)
 

「
入
札
・
契
約
制
度
」

4
月
か
ら
一
部
改
正

••• 
4
川
か
ら
、
建
設
じ
い
引
・

砧
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
入
札

・
契
約

制
度
な
ど
を

ケ
部
改
・
止
し
ま
し
た
。

マ
改
正
内
容

①
入
札
・
見
紛
回

数
(
入
札
手
続
の
競
争
性
ぞ
高
め
る

こ

t
な
ど
か
ら
、
入
札
回
数
を
3
凶

か
ら

2
阿
に
)
②
入
札
心
得
(
入
札

昨
返
の
白
山
間
を
明
示
す
る
呼
の

↑
部

改
医
ぞ
追
加
}
③
桁
計
法
市

・
発
注

凶
川
市
(
入
札
市
け
は
仰
の
達
川
悦
ぞ
保
つ

た
め
に
改
正
)
マ
問
い
合
わ
せ

法
ま
も
る
心
が
築
く
よ
い
社
会

5月1日目)-7自由

“窓法週閥"

管
理
課
(
内
線

1
5
0
3
)
、
農
林
課

(
内
線

1
4
5
3
)
、
水
道
局
業
務
課

(
内
線

1
8
5
2
)

消
防
本
部
予
防
課
♂

危
険
物
の
試
験
な
ど

••• 
・
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

A

笠マ
と

8

5
月
時
日
附

-m
n附

午
前
9
時
i

マ
と
こ
ろ

市
民
会

館

マ

資

格

防

火

作

開
業
務
を
行

う
こ
と
の
で
き
る
作
用
的
な
也
場
に

あ

る

人

マ

申
し
込
み

4
月
初
日

附
か
ら

5
月
日

H
働
ま
で
に
消
防
・
本

部
予
防
諜
(
宮
@
0
1
1
9
)

へ

-
危
険
物
取
扱
者
試
験

マ
と
き

6
月

四

日

側

マ

と

こ

ろ

市
内
(
会
場
は
後
日
通
知
)
マ

申
し
込
み

4
月
幻
日
刷
か
ら

5
川

6
H
樹
ま
で
に
消
防
本
部

f
防
品
(
宮

@
0
1
1
9
)

へ

[6] 16 4. 広報うえだ6.
件数137件(-30)/死者2(+1)/負傷者172(-146) 

く3月末現在 ( )内は前年比〉上田市の交通事故発生状況



a・司司固，

米
に
つ
い
て
の
相
談

「米
1
1
0番
」
ヘ
/

••• 
食
糧
庁
、
て
は
、

主
食
米
合
公
平
か

っ
安
定
的
に
特
さ
ん
の
も
と
に
届
く

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

3
円
以

降
、
主
食
米
の
供
給
量
は
じ
ゅ
う
ぶ

ん
に
確
保
で
き
て
お
り
、
安
定
供
給

の
た
め
、
国
・
厳
米

t
輸
入
米
の
ブ
レ

ン
ド
が
小
心
で
す
。

な
お
不
明
な
点
や
不
審
な
点
、
輸

入
米
も
含
め
た
米
に
つ
い
て
、
ご
意

見
・
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
次

の

「
米
1
1
0
番
」
へ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

長
野
食
総
事
務
所

(
宮

0
2
6
2
@
3
4
5
5
・@
2

5
0
0
)
、
県
庁
農
業
技
術
諜
(
岱
0

2
6
2
@
7
2
2
3
)
相
談
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
8
時
加
分

1
午
後
5

時
(
円
概
H
1
金
雌

n)。
上
限

n-

休

nは
午
前
9
時
i
午
後
5
時

「
不
況
対
策
本
部
」
へ

お
気
軽
に
ご
利
用
を

••• 
製
造
業
の
受
発
注
の
あ
っ
せ
ん
、

経
営
上
の
相
談
、
情
報
の
提
供
を
は

じ
め
、
こ
れ
ら
の
関
係
機
関
へ
の
紹

介
窓
円
と
し
て
、

3
月
に
「
不
況
対

相談名 白 時 会場など

5 )113口伽
法 律 棺 言炎 13 : 30 -15 : 30 

(f-約係11) 5月27H 陶 手f'.えL 
情活環境課

13 : 30 -15 : 30 ii(r (雨)r合 3附
人権・悩みごと相談

5 J-j 1HI附
包 内線138913 : 00-16 : 00 @ 

5月121:1(梢
土地建物相談

13 : 00-16 : 00 1 。
農地問題相談

5川9!:l(月) 。民業委fi会
8 : 30-17 : 00 (本11"合21締)

イ7 政 キ自 談
5 rJ 9 11 (ill 

阿武テ余パート
1 0 : 00 -15 : 00 

心配ごと相談
毎週火IIlilll
10: 00-]5 : 00 社会待i祉協議会

法 律 相 談
5 J-j 21 n出 (fi⑪ 2025) 
10: 00-LE 午

法 律 相 談 5月1811C木)
(f・#(.Jl!ilj) 1:3 : 30 -15 : 00 l-.I'H商仁会議所

保険年金相談
11.i:j出JJ-金Ir/iJLI (fi⑫-1500) 

9 : 00-16 : 00 

市 民 相 談 毎週)j-金II'mn 11: i丹原境課
交通事故栂談 9 : 00-16 : 00 (衛庁合31楕)

児 意 相 談
毎，).盟J]-金11必U

flk 
児m保育課

9 : 00-1(; : 00 (宮@2000)

相 談
知週Jj-金IIblトl 内f 児殺保育諜

母 子
9 : 00 -16 : 00 (内線1636)

毎週日~金|曜日 東部保育 |者|

子育て 相談 8 : 30-19 : 30 保有センター

(上11説11は12:30) (宮 ⑮ 309(:i)

策
本
部
」
が
設
慣
さ
れ
ま
し
た
。

マ
設
置
場
所
耐
工
諜
{
市
役
所

由
庁
舎

1
階

・
内
線
1
4
0
2
)

自
動
車
税
忘
れ
す
に

納
期
限
は

5
月
別
日

••• 
今
年
も
軽
自
動
車
税
、
自
動
車
税

の
納
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
軽
自

動
車
税
、
自
動
車
税
の
納
期
限
は
5

月
出
日

ωで
す
。
お
同
十
め
に

E
う
ぞ
。

マ
問
い
合
わ
せ
軽
自
動
車
税
は
市

民
税
課
(
内
線

1
2
8
6
)
、
自
動
車

税
は
上
小
地
方
事
務
所
税
務
諜
(
岱

@
1
2
6
0
)
 

出ではたき火をしないf
1>たき火の場所から離れるときは、

火を完全に消すように。

1>たばこの吸いがらには特に注意。

bたばこを車から投げ鎗てない。

1>火入れをするときは、消防署の

許可を必ず受けるように。

議

交
通
規
制
が
解
除
に

4
円

l
uか
・句
、
国
道
路
号
中

北
交
差
点
{
新
聞
)
の
東
京
・
万

一陶
か
ら
の
前
折

t
、
上
問
駅
大
原
一

線
(
北
小
学
校
沿
い
の
泊
り
)
の

大
型
車
問
の
通
行
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
(
下
図
)。

マ
問
い
合
わ
せ
交
通
対
策
諒
(
内

線

1
5
6
1
)

文化・福祉・教養の各講座 (10回)/受講料6000円ほか/4月
80日出までに長野大学生涯学習センター(fi⑧2850)ヘ長野大学連続講座16 4. 広報うえだ6.[7] 



-工田室主くん
( 1歳 2か月・袋町)

F音楽に合わぜて踊ったり、
ボーJレをけったりするのが
大野きJと包りつ子さん。

保健診Dt
保健予防課(内線 1374)

.5月の乳紛児健康診査

1>受付時間 いずれも午後 111年-211伊 1>持ち物

1母子健康手帳、パスタオル(4・10か)J児)、歯ブラシ
( 1 j進6か月児)0 1 歳 6 か月児は、 zかちゃん手帳の ~II

lこある健康診査果に記入してお持ちくださ t、。 3歳児

の健康診査課は、椴式が変わりました。また、視聴覚

検究のアンケートも加わりましたので川紙をお送りし

ます。ご記入のうえ健康診査におn'lかけください。

-保健センター (市役所南庁香川皆)

健 三闘会7 実施日 生 年 月 日 1 
カ- 月

5J111R 5. 12. 16-12. 31 

5日18日 () . 1-1. 15 

力、 月
5JJ12rl 5. (j. l(j-6. 30 

5月25日 5. 7. 1-7. 15 

5月10日 ~. 10. 16-10. 31 

5 JJ 20日 -1. 11. 1-L. 15 I 

議
5 fJ 9日 <1. 1-~. 15 

5 ) J 23日 3 . 1. 16-4. 30 

-塩田母子健康センター(塩田地区)

かJl 1 _.. _ __ 1 5. 12. 16 -l) . 1 . 15 
1 5) J 13 n 1 10 か月 1 -.. --... 1 5. 6. 16-i. 15 

1議 6か月 I 5 月 2~I:l I 4. 9.]6ゴ1.15 
・川西社会福祉センター(J1I西地区)

l か月 I I5.12.16-6 .1.15 

10 か月 I 5月17U I 5. (). 16-7. 15 
1歳 6か月 I I 4. 10. 16-11. 15 

3 歳 I5月26日 I2.12.1-3.5.31 

.4月27日嗣午前9時30分-J('f・午後1時
-3時30分 (NTT上
岡支府)・4月28日(柄午前911寺
30分-11:午・午後 1時
30分-311年30分(信州

大学繊維学部)

医亙函 7項目の血濠検査を行い、その結果を全員に
お知らせします。・4月21日開午前109寄~午後O跨30分・
午後l時30分-3時3D分(長野大学) ・4月四日開午前9時
30分~正午・午後l時30分-3時3D分(信州大学繊維学部)

-楽しくやせよう「トクトク教室J

成人病は、肥i，:I:iや大 1)ぎみが大きなl京閃といわれて
います。てやむ、いざ体重を抗日らすとなると Fなカ・なヵ・

世佐しいで‘すね」…。ちょっと気になるかたち、たくさ

ん気になるかたも参加してみませんか。 rトクトクJ

t は心臓の昔&叫々の意味です。
1>とき 5 )]1811(ねから 7n <1 n(月)まで(.() 1111) 
!>ところ di保健センターはカ・ 1>定員 25人 !>受
講料 2， 50011J (ヘルスチェック官ほか) !>申し込み

5月9n(JJ)までに保健予防諜(内線1376、1377)へ。
25人になり次第締め切らせていただきます。1>その

他 すでに|抵械を受けている人、 JJ巴渦に該当しない人

は対象とならない喝介があります。

-トクトク教室の日程と内容

回|日時

五fll!!III~O 

1 I午後l時30分
-~ II，~ 

:; q 2511(拘
2 I 'fwi9時ー

11:'1二

61) J IHiJ¥) 

:l l 午後 1 1I~30~ì

-Hケ

6月iO日(加

II午前!IP，~30~} 

~午後3時

6 H241H匁
;; I午後1n拘0分

- ，III，~ 

7 H ~ lI(fJl 
til午後 l時30r，;
-H年

内 容

r今までのrt分をru句泡ってみま
し4うJ
弘の11偵を決めてみよう.
*初、'i• {~，世lr材

rrt分の{事のこ tをどのくらレ句l
n てかますか?J 

へ，~ス手且ツク・前t!1: ・ 険''''-・心
:t<t'<l .食1'-'災lJf
牟ll1'Ji.保健編・栄1t1:・険tm師
rllf.量結果・主Lの{{::U.'l、じよう
市 ?J
少jJ実作 ・こ んな歩3んで');:1取に
歩いてみましょう.
$J町内・保健婦

r今まで匁Iらなか司t:(1サの食ペ
Hがみえて〈るJ
食ホ診断結集・縄開・M'I
$側、月・ i早鍵tl・栄養1:

r切りたかったニういう食事の・
I犬J
本jll勺・栄養士

「レクリエーショシで~し( 1.j.:~ 
a均台・し手しようJ
* .1'Ir.車・f:U1kH証拠l人'?

』と制じ私!rーさん

会場

観光会館

( I:IU公l鑓liij)

1: 111 
{'j'，鍵刈

nnミ圃f1 ) 

可ii:.t ，tJI 
f~ 倒!
センセー

保健セン骨一

'，ji i'~ J'庁

保健センター

広報うえだ6.4. 16 [8] 



⑮上田城櫓門完成
記念イベント

砂伝統芸能公演
(常国獅子・房山獅子)

午前10時/市民会館前

(保野獅子)

午後 2時/市民会館前

同時開催

日
住
・

日
(日)

砂上田城櫓門完成式
午前11時/上田城櫓門前

砂真田武者行列
午後 1時/市民会館前

市内商庖街

砂姉妹都市・兵庫県
いずし

出石町大名行列
午後1時30分/市民会館前

市内商庖街

(各イベン卜の日程は裏面)

華
麗
・
勇
壮
な
グ
時
代
絵
巻
4

‘.~ ・6了
伝統芸能公演

常田獅子

房山獅子

保野獅子

青木村壁
塗り踊り

出石町大名行列



和 3図 I白真固まつり

スケシューノレ
〈前夜祭) 4月23日(士)
・地酒・とん汁のふるまい
午後5時/上田城跡公園(本丸跡)

・祝賀太鼓(真田陣太鼓)
午後6時/上田城跡公園(本丸跡)特設ステージ

・祝賀の舞い(上田民踊連合会)
午後6時30分/上田城跡公園(本丸跡)特設ステー

-奉納舞踊(宗家西川流)
午後7時/上田城跡公園(本丸跡)特設ステージ

-祝賀花火
午後8時/上田城跡公園

〈本祭) 4月24日(日)

・伝統芸能公演 (Z1112)
午前10時/市民会館前

-上田真田楽市楽座
午前10時~午後3時30分/大手町通り

-ハッスルのど自慢
・ミス上田コンテスト
午前10時/市民会館

血
(式成時川

早
川
衛

門
械

の櫓
日
城
tw

田
刊
上
円

• 
¥ I・民踊流し
正午/市内商庖街

・真田神社みこし
正午/市民会館前一市内商庖街

・伝統芸能公演(青木村壁塗り踊り)
正午/市民会館前

-上田市消防音楽隊パレード
午後O時50介/市民会館前~市内商庖街

-真田武者行列
午後1時/市民会館前~市内商庖街

-姉妹都市・出石町大名行列
午後1時30介/市民会館前~市内商庖街

・伝統芸能公演(保野獅子)
午後2時/市民会館前

の
丸

口(本でふるト

F千
※市民会館入り口には
呈茶席(午前10時~午
後4時)が、櫓門の付近
にはいけ花の展示(午

前10時~午後4時)が
設けられます。

||上田真固まつり交通規制図l ※常国獅子は午前9時に
科野大宮社(常国2)を
出発、房山獅子は午前日
時に中央児童遊園地(中
央5)を出発し、それぞれ
町内等を練り歩きます。
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